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出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（印）する事。
＜連絡事項＞

・10/7のカンファレンス内において伝達講習を行います。内容は「H22年度　日本
精神科病院協会学術教育研修会」に参加しての伝達講習となります。講師は上口
MNSです。カンファレンス記録に残しておくようにお願い致します。終了後にアン
ケートを記載して頂きますのでよろしくお願い致します。

・毎年、田面木地区で開催している認知症徘徊模擬訓練、通称「田面木まごころネ
ットワーク」を10月17日に開催します。参加者募集していますので、ご希望の方は、電話または、WIZメールでこころすこやか財団（松倉・福士）まで連絡して下さい。
・平成22年度　For秋冬号の表紙・裏表紙に使用する写真を募集いたします。募集内容は下記の通りです。
　対　　象：秋・冬にちなんだ風景や草花など
　　　　　　（表紙・裏表紙にふさわしいもの）
　　　　　　（人物が写っていないもの）
　募集期間：10月17日（日）まで
WIZの広報委員会内に表紙写真用のフォルダを用意しましたので、応募の際は、そちらにデータ登録をお願いします。現像写真での応募の方は、所属部署、氏名が分かるようにしていただき、南山苑事務　山田、又は各部署の広報委員会のメンバーに渡して下さい。

表紙写真用のフォルダは、Wiz→委員会→法人広報委員会→22年度→For→秋冬号→表紙写真です。
・病棟日誌を打ち込む際は、日付やスタッフの勤務状況を十分に注意・確認して行って下さい。

＜患者様連絡事項＞

・宮　陽子様～腰痛の訴えあり、アスモロール100ｇ処方となっています。

・飯豊　信雄様～昨日、「お金を盗られた。」と表情硬くして話してくる事あります。妄想発言あり、他者と口論となる事ありますので、引き続き、妄想発言の有無・表情の変化・他者とのトラブルに注意して観察行っていきましょう。本人との話合いをし、当分、金銭はスタッフ管理にして欲しいと希望があり、預かっています。

＜川端Dr診察状況＞

・鈴木　茂子様～ナパゲルン軟膏1本処方となっています。

・大釜　万知様～10/16（土）11：00～10/17（日）14：00外泊許可となっています。

・清川　厚子様～昨日のナイトプログラム不参加した理由について「お腹が痛かった。」と話しています。きちんと日課行えなければ、退院はできないとの説明に了解の悪さあります。本人は、今月中に退院したいと話していますが、主治医より今月中での退院は不可能である事説明受けています。

・小坂　君子様～本人より、退院後のデイケア利用について週5回は多いと話されています。主治医より、とりあえず週2回の体験利用してみるよう説明受け了承しています。本人より、朝起きて聞こえるエコーがデイケアに行く時に聞こえないか心配と話しています。

　　　　　　　　10/10（日）10：00～15：00外出許可となっています。

　　　　　　　　10/16（土）13：00～10/18（月）15：00まで外泊許可となっています。

＜OT一週間の報告・検討＞

・駒木　洋士様～今週よりアパート訓練開始しており、初日は疲労感の訴えありますが、昨日はいつもと変わらず取り組む事出来ています。今後も、疲労感の有無・精神状態・表情の変化に注意して観察行っていきます。

・鈴木　茂子様～先週の金曜日、落ち着かないと話している事あります。昨日はいつもと変わらず取り組む事出来ています。

・清川　厚子様～本日の作業にて、昨日ナイトプログラムを不参加した事に関して気にしている様子あります。本人、今月で退院したいと話し、先週より落ち着いて取り組んでいます。

・日向端　庸男様～先々週辺りでパズルを完成させています。スタッフの促しに拒んでいましたが、自分から切り紙がしたいと話し取り組んでいます。本人を尊重するような話し掛けをすると積極的に取り組む姿勢が見られています。引き続き、介入し本人の能力を下げないよう関わっていきます。

・津嶋　イチ子様～移動してすぐは落ち着きのなさありますが、現在は落ち着いて取り組む事出来ています。

・金沢　洋子様～普段と変わらず取り組む事出来ています。引き続き、精神状態の

　　　　　　　　変化に注意して観察行っていきます。
































































